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現在施設内で、パスの教育研修を実施している

今後施設内で、パスの教育研修を実施する予定である

施設にパス認定士・パス指導者の何れかがいる

施設でパス認定士・パス指導者等が研修を実際に担当している

学会等が主催するパス教育研修に定期的に職員が参加している

職員が学会等でパスに関する演題を発表している

パス学会会員 非会員

（延べ施設数　n=925）

図28　医師・看護師などに対するパス教育研修

5．外来患者対象のパス

約1/4の施設に外来患者対象パスが存在し、存在する
施設のうち約73.2%の施設でパスは電子化されていた。
6．パス専任者・パス専従者

昨年と比較して、パス専従者を置く施設は4.3%から
3.4%と0.9ポイント減少し、パス専任者を置く施設は
5.9%から5.3%と0.6ポイント減少した。なおパス専従
者・パス専任者ともに、非会員施設よりも会員施設の方
がこれらの配置割合が高かった。
7．パス運用について

電子カルテシステムにパスを登録する担当者は、現場

のスタッフが最も多く、昨年と順位が逆転した。パス使
用率の算出頻度は毎月と回答した施設が最多であった。
バリアンス抽出の集計頻度も、その他を除くと毎月と回
答した施設が最多であった。
8．医療情報に関して

電子カルテのベンダーについては富士通と回答した施
設が最多であり、NEC、ソフトウェアサービスと続いた。
BOMの使用については昨年度（42.9%）よりも1.3ポイン
ト上昇した。ユニットパスについては3割弱の施設で使
用されており、昨年度と横ばいであった。


